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失敗事例のタイトル  
ふっ素樹脂ライニングにおける薬液透過による膨れ 

一次原因（材料要素）  
ガス透過、薬液透過、膨れ 

機種  
配管 
	
  

部品  
ライニング配管 

材料  
PFAライニング鋼管 

概略の寸法  
 

損傷発生時の状況  
	
 2～3MPa で 150℃の有機酸（さく酸、ぎ酸、他）に使用されていた PFA ライニング配管が約 1 年の使用で
ライナーに膨れが生じた。 

調査内容とその結果  
	
 使用環境条件が高温、高圧、強腐食性で過酷である。 
 

損傷発生のシナリオ  
	
 膨れが発生する過程として次のような機構が考えられる。この管の使用温度、圧力は高く、薬液の透過量が

多い。透過した薬液はライナーと下地金属の間に溜まる。透過する薬液は腐食性であるので下地金属および接

着層を腐食しライナーを剥離させる。温度が高いのでライナーの熱膨張が大きく、変形が剥離部に集中して膨

らむ。また、金属の腐食で発生した水素ガスや透過した薬液の再蒸発ガスによる膨張、剥離も考えられる。 
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 ベントホールを適切に配置し、透過したガス成分を系外に逃がす。 

教訓  
	
 ふっ素樹脂は耐薬品性が優れているが、ガス成分を透過させ易いことに留意し、適切な透過ガス対策を講じ

ることが肝要である。 
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